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24.自 動 車 部 晶

ELECTRIC EQUIP仙ENTS AND APPLIANCES

FOR AUTO仙OBルES
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ここ数年間にわたって順調な発展をしてきた日動申業界ほ,ディ

ーゼル乗用小,スポーツカー,500～800cc乗用申を始めとして,

各種試作車が発表され多彩な面があった｡目立製作所においても,

長期間にわたる研究結果を基にして,数々の新製■杭を市場に送F),

その要甲!にこたえることができた｡すなわち電装17r!lにおいてほ,半

噂体を利用した矧■打lの昌産化を開始し,気化器についても新しい方

式の複式気化器,可変ペソチュリ形気化講芹などを開発した(さらに

ノた火プラグにおいてはがいJ一の研究が結実し,新シリーズのものに
切り替え全面11如こ性能向上を図った｡

ステアリングホイー/しほ,各社の新中,またほ形式変更の計iLl両カミ

あいつぎ,これに伴って数種の試rF■訂tを提出L,生確も軌道にのり

つつある｡

24.1電 装 品

電装品は,二輪申用電装品から大形ディーゼル申,特殊車に至る

各車穐にわたって新巻紺-を量産化することができた｡特に半導体を

利用した電装■_耶こついてi･ま,長期間にわたって試作研究を行なって

きたが,37年度その一部が星座開的さカリ成果が期待されている｡

24.1.1二輪車用電装品

二輪車の性能は著Lい進歩をとげているが,一刀この種の申ほ大

衆車として低価格でなければならない｡このため二輪申用電装品

は,性能向上とともに小形軽量,低価格に主眼をおいた新蟹主計を開

発し量産化にはいった｡弟1図は新しく量産化した50cc用フライ

ホイールマグネトセットである｡フライホイールマグネトは6V

16.5Wの点灯出力を持つ小形軽量品で,イグニショソコイルは合成

樹脂によりモールドし耐湿性寿命を向上せしめたものとなってい

る｡このほかレギュレータにおいては,スタータダイナモ起動用の

マグネティツクスイッチを内蔵した小形レギュレータを開発し好評

のうちに使用されている｡

24.1.2 四輪車用電装品

四輪車用電装品においても各車種について新製品を量産化するこ

とができた｡第2図は12V300Wシリコンダイオード付レギュレー

タである｡このレギュレータほカットアウトリレーの代わりにシリ

コンダイオードを使用したもので,ジェネレータの充電能率を向上

し,また接点部分がないため接点保守,調薬ほ不要となり無接点レ

ギュレータとしてカークーラ付セドリック申に好評のうちに使用さ

れている｡弟3図は小形四輪申用として新しく量産化した2段緩衝

式ベンディックススターティングモータである｡このスターティソ

グモータほ12Vl.OkWのH力を有し,従来のスターティングモー

タに比べ小形軽量化するとともにピニオンかふ合ノブ式を二段緩衝式

とし,かみ込時の衝撃力を弱め,かみ込不良,ピニオン,リングギ

ヤの悸耗の大幅な改善を図ったものである｡イグニショソコイルに

おいてほ,かjlてよ～)′ト形畔一糾ヒの研ノ兜を行なっていたが,今回研

究が完成L外径48¢ 4気抑､1川Jのイダニショソコイルとして発売

を開始した〔このイダニショソコイルほ従来l■川事lに比べ巾一括が20%

軽量化しているが火花性能ほ1辻好で,四気筒エンジンに広く使用さ

れている｡ディーゼル申用電装｢冒lとしては,長期間試作研究を行な

ってきた24V350W,850W
ACジェネレータ(交流発電機)を量

産開始した｡第4図は,この外観を示す｡このACジェネレータほ

従来の直流発電機に比べ体掛こおいて20～30%,垂遺において30～

40%小形怪_馴ヒし,アイドリソグでも充電を行なう低速充電形とな

第1l.文150cc用フライホイールてグネトセット

第2図12V300Wシリコンダイオード付

レギュレータ

第3図 2段緩衝式ベンディックススターティソグモータ

節4図 ACジェネレータ
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第5図 建設楼械用電装._l占セット

っておf),刷‾r･樺耗も非常に少なくなっている｡これに組長合わす

レギュレータほカットアウトリレーが不要となり弼造を御糾ヒして

ある｡これらACジ′工ネレ一夕ほ,従来の直流式と比較し性鼠 保

守の点で長足の進歩をとげたものであり,最近の悪化した交通状態

のもとでも有効適切な充電を行ない,その効果が期待さJtている〔

24･1.3 特殊電装品

特殊電装描として建設機械川12V175Wジェネレータ,12V

l･OkWスターティングモータを呆産開始した｡舞5図に外税を示

す｡建設機械の過酷な使用条件に耐えるよう防滴,防じんに意を払

い,また外部振動に対Lても強固な構造となっている｡

24.2 気 化 器

気化器は,37年度もコックス気化器テストスタンドおよびシャシ

ダイナモなどの研究設帖の活用により,ダイヤフラム作動プノ式によ

る複式気化器,可変ベンチュリ方式の気化器など多くの新弘一ん--を開

発,各種自動申に採用され優秀な性能を発押しつつある｡

24･2･1新形複式気化器の開発

エンジンの高速,高出力化に伴い,最近の自動車にほ役式気化器

が多く使用されている｡-･方自動車のエンジン室ほ,安定性,スタイ

ルなどの面よりいっそうその高さを低くすることが要求され した

がって気化器の全高についてもより低くすることが望まれていた｡

このため補助弁を使用せず,面接二次側絞弁を吸入空気量に応じて

ダイヤプラム機構により動作させるDAC342形復式気化器(第d図)

を開発した｡これによると全長を約20mm低くすることができ,

さらに補助弁がないため,吸入効率も向上し,エンジン出力を哨大

第8国 別 出 成 形 機

評 論 第45巻 第1号

耶6阿 DAC342 形 気 化 器

昌′ぎ7阿 DCA240形 気 化 語旨

することができる｢また二ノー完こ化器のダイヤプラム機構,二次弁口

ック機梢,オーノミーラン肌1二桂紺キなどに多くの新考案が取りいれら

れている仁､

なお本気化器は卜1肘モl勅中株式会社ニ､ソサンジュニア串に採用さ

れており,今後このカ式の複式気化熟ま,さらに用途がJムまるもの

と考えられる｡

24･2･2 小形複式気化器の開発

ここ2,3年釆あいついで発表された障四輪自動申ほ,生産量も

次第に捌l化ており,また一方性能面でも大幅に改良されてきた｡

これに対処するため今回性能的にすぐれた超小形複式気化器DCA

240形(第7図)を完成した〔本気化器の主燃料系統ほ,一次,二次

側ともストロンバーグ方式を採用し また小形な設計にもかかわら

ず加速ポンプ,パワー矧】ワァ亡を怖えて,エンジンの要求を十分満足す

る隅造になっている｢.

なお本気化器は,肘羊‾l二業株式会礼マツダキャロル巾こ採用され

圭一】一川,･㌣こ粥,加速ともに陵‾有性を発抑Lている.〈

24,3 点火 プ ラ グ

ニのほど′l∴く火プラグ用がい十の郎批勺な射肘成形法を完成し,量

f糾ヒに成功した〔J川凱吃形がいナは,他に顆をみないすぐれた熱伝

増ネ′加′㌻め,ノーJよ火プラグ川とLてすぐれた特性をイ了する｡

この良性能がい了･を川いた1-1立/､ロ､ソクス火プラグは10,14,

18mmの各シリーズを土面｢伽こ新形に切り餅えると同時に,12mm

シリーズを肝子貨L,エンジンの高性能化に対処Lた｡ン新形ハロック

スノ1りくフ■ラグは邦がい+ノーの採川のほか,r州=船出の改良などにより

即≡手㌔r馴円化′ンI即),さらに外観の向上と防錆力の脚加を意図してせ

ん体1をメ､ソキのうえ,耐熱韓料の焼付処即を行ない,化粧箱も一新

Lた｡

24･3･1新形点火プラグ用がい子の開発

新シリーズプラグにほ高性能の射出成形がい子を用いている｡点

火プラグ川がいJ･は,高電圧の絶縁,熱伝矧生,耐熱衝撃性,機械

的強度などの謂々の特性が要求され,これの良科ま直接点火プラグ
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動 革 部 品

第12国 汎用カーヒ一夕

205

第9岡 L45形点

火プラグ

第10図 M44形点

火プラグ

空夢

第11図 M46形点

火プラグ

の特性を左右するといっても過言ではない｡特にがい子の熱伝導率

の改善は,すぐれた熱範閃の点火プラグの製作を可能とし,時代の

要求にこたえることができる｡射出成形がい子ほこの口的のため開

発完成をみたものである｡

成形に機械加工を要せず,アルミナ含有率をきわめて高くするこ

とができるので,熱伝導率が大幅に改薫されている｡現在量産中の

新がい子ほ約95%のアルミナ含有率を有し,熱伝導率とともに機械

的強度,絶縁抵抗,耐熱衝撃性などの特性も一段と向上している｡

24.3.2 新シリーズ点火プラグの開発

射出成形がい子を用いて完成した新形プラグの--イ列を発出介する｡

(1)L45形点火プラグ

14mm,ロングリーチプラグで,水冷4克筒のエンジンを続載

する各中一ブルーバード,セドリック,ベレル,クラウン,コ

ロナ,スカイラインなど･-一に用いられる｡その特長は

広い熱範岡を有し,広範な走行条件に耐えうることである｡

17.6エンジンにより熱定格ほ厳緒に管耕されてお声),しかも耐熱

性は十分の余裕を持っている｡さらに太い--1‾佃11を発火部に近接せ

しめ,脚部に導熱セメントをつめて放熱効果を高めている｡せん

体とがい子の締め付けは粉末充てんと電気加締を併用しており,

安定した気密性能を保持Lている｡

電椿消耗ほチタソなどを含む特殊材節の電極材の使用により作

少である｡

(2)M44点火プラグ

14mmメディアムリーチプラグで,高熱負荷,高速形オートノミ

イエンジンに適する｡放熱効果を高めるため小軸の材質および構

造が特に吟味されている結果,熱定格はきわめて高い｡

(3)M46形点火プラグ

14mmメディアムリーチプラグである｡耐汚椚性が非1捌こすぐ

れており,一般市場における低速走行に適する｡また実用_L十分

な耐熱性を確保するため電極構造はM44形と同一の電極構造と

した｡この結果実用.L十分の耐熱性を保持し,さらに従来形のプ

ラグよりも一段と広熱範朗化しており,使いやすいプラグとなっ

ている｡コンテッサなどに適する｡

24.4 冷暖房機器

24.4.1 カ ー ヒ ー タ

汎用形配水式カーヒータは順調な椚産を続けているが,37年度ほ

通風機偶,ラジエータをほじめとして細部にカーブたって政子年を行ない,

軽量化とともに性能の向上を図った｡弟12図はその外碗を示した

もので,6V用,12V用,24V用の3種弊主の本体のほか,付属品と

して各車種に対する取付金具が用意されている〔

24.4.2 カ ー ク ー ラ

本項についてほ23.2を参照されたい｡

唖

′■‾‾‾讐

■

言′こ喜･舌誕撃

-‾‾--_箋一重

一一題琴･～､ま要人
-

第13図 各種ステアリングホイール

24.5 そのほかの自動車部品

自動中部品の軽量化および原価低減の要望にこたえて,ここ一,

二年来プラスチック執砥が著しく進出してきた｡ことに最近市販さ

れだした新しい樹脂であるABSポリマー(サイコラック),アセタ

ール樹脂(デルリン)などが利用されている｡
24.5.1 カ ー ラ ジオ

本項については11.5.3を参照されたい｡

24.5.2 プラスチック成形品

熱可塑性材料により製作したステアリングホイールは,長期間の

製作実績をもち,優美な外観と触感,また長期の使用にも変色,変

形,割れなどがないため,37年度においてもさらに用途を拡大する

ことができた｡ホイールの強度ほいろいろの条件での試験を行なっ

て強固に設計してあり,拝呈化も十分考慮して各車種に合ったデザ

インにより,小形申,中形申,大形申,農民車用など各種製作して

いる｡

またアセタール樹脂(商品名デルリン)は特に疲労強度,耐摩耗

性にすぐれているため,金属に代わって本材料による自動車用アイ

ドルギヤを開発した｡これは25,000km走行でフェノール樹脂製の

ものより輝耗が少ないことが認められている｡製占占はヘリカルギヤ

であるが,金型で歯形を成形するため歯切りは不要である｡ギヤの

大きさは外得100mm,歯幅21mmで窮逼300gである｡

自助中の前面に椒り付けられるグリルバー(プリンス自動申株式

会社納)i･ま,ABSポリマーを用い従来の金属塗装品に比べて%の重

量軽減となり,他部品との･一体成形による大幅な工程短縮がなされ,

そのうえ美しい外観を有Lているので好評を博している｡

2ん5.3 バス蛍光灯

本項についてほ12.2.3を参照されたい〔

24.5.4 粉末冶金製品

本項については27.10を参照さjtたい∩

24.5.5 鉄 鋼 部 品

本項については27.1を参照されたい′,

24.る シャシダイナモメータ

日動_巾工業の急速な発展のためには走行性能試験は非常に重要な

ものであり,宅内にて走行性能試験を行なうことのできるシャシダ

イナモの必要性も非常に大きくなってきている｡
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第14図 シャシーダイナモメータ

日立製作所は過去防衛庁を始めとして,数社に製作納入し,自動

申工業の発展に寄与してきたが,37年度にはさらに経除と技術を生

かして全天候式の総合設腑を完成納入した｡

本機は三,四輪装輪中を対象とする中小形申用シャシダイナモで

あり,出力試験加速試験などの一般的走行性能試験はもちろん高速

時の諸特性および天候変化に対する特性の試験研究を臼ざすもので

ある｡

すなわち試験速度ほ最高2001{nl/hまで広げただけでなくテスト

其の室内温度は-10～50℃の間の温度調当落と20～80%のF即〕湿度

調整を可能なるようにして全天侯時の試験ができるものである｡

走行抵抗の補依を電気的に行なうのみならず,凧損抵抗は機械的

にフアンにて吸収するとともに走行時と等速の冷却風を試験卓に与

えるよう考慮している｡

また箱根バイパスなどの道路条件をあらかじめプログラムしてお

き,それにしたがって走行抵抗補佐を自動制御するプログラムコン

トロール装置を備えており,温湿度調整設備とあいまって,世界各

地の道路条件を手軽に,人工的に再現することができ,各種のデー

タを容易に正確にとることができるようになった｡

計測関係ほディジタル計測を主体として精度の向上に努め,また

出力測定に関しては特にシャシダイナモ計測用として考案した測定

装置を用い測定精度の向上,操作の容易性を期している｡

また日立製rF所多賀工場にも上記とほぼ同一仕様のものを製作納

評 論 第45巻 第1号

第15図 シャシーダイナモテスト室

喜‾_整
■室害‾ち這空手;:･毒舌

i誌蒙..三..≒.一=‾･と亘父扇二≡捻〟ノ

第16図 シャシーダイナモ計測三

人したが,本磯にほ前記仕様のほかさらに前輪振動装置を備え電装

l冒-などの振動時の性能検査をも含んだものである｡弟14図ほ本棟の

機械本体部分であり,策15図はテスト室を示し,弟1占図は計測室を

示すものである｡機械本体ほテスト室の抹下ピット州こ収められ外

部にはドラム上面のみが現わJtている｡テスト宅内のフアンほ風損

耗机を補償二するためのものである｡

日立製作所のエ業所有権増減表

日立製作所所有,特許梓,実用新案樵,ノ劇症権,商標権の昭和35

年10月より昭和36年9月末日までの1年間の増減は下記のとおり

である｡

+附3絆9朋ミ現在
特 許 権

実用新案柿

意 匠 権

商 標 権

計

2,452

6,735

731

560

10,478

糊閃叫当耶i-一気差引輔弼l昭和37年9月末召上在

箋1,喜書引1享……喜萱

日立製作所の外国特許権,商標権について

口た拳法作所が日日不口37年9月末現在で論外同に所有している牛柑二

倍,商標権は次のとおりである｡

特許権 64什(アメリカ,イギリス,ドイツ,フランス,インド,

台純など)

摘標依293作(50国にぉいて琵録)
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